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現生生物の生態についての研究は，環境問題の関心

の深さもあいまって，近年大きな進展をみせている

長い時間をかけたフィールドでの地道な観察記録が，

定説をくつがえしている研究は数多く報告されてい

る．一方，古生物とくに古生態学の分野では，生痕化

石の研究の進展はあるものの，最近の生物学での成果

にたった新しい視点での研究にはいたっていないのが

現状であろう．野尻湖の発掘で行っている氷河時代に

おける自然環境の復元作業にとっても，最新の現生生

物生態研究の成果を学ぶことはたいへん有意義なこと

と考える．

そこで， 2000年10月21 ･22日に化石研究会第115回

例会を長野県の信濃町公民館野尻湖支館で開催するに

あたって、 「現生生物の生態と古生物」と題するシン

ポジウムを行うことにした｡当日のシンポジウムでは、

野生生物の生態研究や飼育環境下でのざまざまな動物

行動についての話題提供をしていただき，その中から

古生態研究に役だつ情報が得られないかを探ることに

し． 8名の演者によってつぎのような講演があり，議

論がなされた．

まず，水生生物界として，現在の野尻湖における水

生生物環境について話題提供をしていただいた．

そして，飼育下における現生ゾウの生態の話と足跡

化石におけるゾウの古生態研究の方法についてコメン

トをいただいた． また．大型哺乳類の社会生態，野ネ

ズミ類とブナとの関係，樹洞をつくる鳥類， また陸貝

の生息環境など．地道なフィールドワークによる観察

結果によって，詳細な生態系の姿が明らかになってい

ることを学ぶことができたと思われる．

このなかで，いくつかのキーワードを抽出すること

ができよう．第1のキーワードは「群れ」であるゾ

ウにしろ， カモシカにしろ，それぞれの種特有の群れ

行動が認められ，それが生活痕跡としてサインを残す

可能性が指摘された．足跡化石などからどのようにそ

の種特有の「群れ」を認識することができるか， につ

いては今後の課題であるが，ナウマンゾウやオオツノ

ジカなどについては，そのようは視点での検討が必要

になってくるだろう．

第2は，動物と植物との関係である． ネズミ類とブ

ナの関係や鳥類と樹洞をつくられる樹種の関係なと§
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は，古生態研究にもたいへん示唆に富む情報であった

と思われる．

実際に，食痕のある果実の化石は野尻湖でも多く産出

しているが，どのような動物のものであるかは，いま

だに同定されていないので，同定できる可能性が指摘

されたことは重要である

陸貝の分野はまったく未知の研究分野であって，今

後の研究が期待されるところである．

最後に野尻湖における生痕化石の研究が紹介され

た．時間がなく， ‐|-分な議論が尽くせなかったことも

あるが，現生生物学と古生物との溝はふかまるばかり

である感がいなめなかった．情報量が格段に違うのは

いたし方がないにしても， もっと情報交換を活発にし

て，多様な研究手法が求められていることは確かであ

ろう．

いずれにしろこのようなシンポジウムははじめての

試みで，お忙しいところ時間をさいて，話題提供して

いただいた方々には，厚くお礼申し上げる次第です．
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